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グループの重点戦略グループの重点戦略
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事業ポートフォリオ経営の徹底事業ポートフォリオ経営の徹底

●● 事業評価にもとづくポートフォリオの組替え事業評価にもとづくポートフォリオの組替え

・事業の拡大、縮小、再構築、提携、撤退をスピーディーに意思決定・事業の拡大、縮小、再構築、提携、撤退をスピーディーに意思決定

●● 事業基盤の徹底強化事業基盤の徹底強化

・重点事業領域（重点事業領域（BTBT､､OTOT））への傾斜的資源配分への傾斜的資源配分

・合理化効果（人員削減、コストダウン、機能･拠点集約）の早期実現・合理化効果（人員削減、コストダウン、機能･拠点集約）の早期実現

・提携戦略の推進・提携戦略の推進

他社の模範となるグループガバナンス運営他社の模範となるグループガバナンス運営

●● 徹底した経営の監督と執行の分離徹底した経営の監督と執行の分離

イメージング領域における技術戦略／ブランド戦略を重点的に強化イメージング領域における技術戦略／ブランド戦略を重点的に強化

●● 独創的な商品の提供独創的な商品の提供

　・高度な技術力によるイノベーション　　・顧客の視点　　　　　　　　　　　　　　・高度な技術力によるイノベーション　　・顧客の視点　　　　　　　　　　　　　 　　

●● 高速ｶﾗｰ高速ｶﾗｰMFP8050(50MFP8050(50枚機枚機))のの0303年年99月発売を手始めに随時投入予定月発売を手始めに随時投入予定

人事理念に基づいた実力人事の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人事理念に基づいた実力人事の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　●● 実力主義を基本に適材適所を徹底実力主義を基本に適材適所を徹底

企業の社会的責任重視企業の社会的責任重視

　　●● 地球環境の重視　地球環境の重視　●● 高い企業倫理の維持　高い企業倫理の維持　●● 透明性の高い企業活動　　　　　　　透明性の高い企業活動　　　　　　　

　　●● 企業価値を高め、高株価と安定配当で株主に貢献企業価値を高め、高株価と安定配当で株主に貢献
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各年度の戦略各年度の戦略

20042004

事業再編完了事業再編完了

新ブランドの認知度向上と新ブランドの認知度向上と

　定着化　定着化

経営インフラ整備・拡充　経営インフラ整備・拡充　

　　( IT､人事制度､会計ｼｽﾃﾑ､｡｡｡)

ジャンルトップジャンルトップ 　　

分野数の増分野数の増

高収益の実現高収益の実現

更なる　　　　　更なる　　　　　

財務体質の改善財務体質の改善

更なる　　　　　更なる　　　　　

成長戦略の推進成長戦略の推進

世界の　　　　　世界の　　　　　

コニカミノルタへコニカミノルタへ
((Fortune 500Fortune 500入り入り))

20052005 20062006

分社化・　分社化・　

持株会社化持株会社化

委員会等　委員会等　

設置会社設置会社

構造改革・構造改革・

関係会社　関係会社　

再編再編

経営統合経営統合(03(03年年88月月55日日))

　　20032003

▼
統合完了統合完了

統合期統合期統合期

　　　

飛躍期飛躍期飛躍期統合準備期統合準備期統合準備期 経営基盤整備期経営基盤整備期経営基盤整備期

統合効果収穫期統合効果収穫期

　基盤拡大期　基盤拡大期　基盤拡大期
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統合準備期の進捗結果統合準備期の進捗結果

最速で経営統合と経営機構改革を完了最速で経営統合と経営機構改革を完了

03. 1. 7  03. 1. 7  統合覚書（ＬＯＩ）締結統合覚書（ＬＯＩ）締結

03. 4. 1  03. 4. 1  分社化・持株会社化分社化・持株会社化

03. 6.25  03. 6.25  委員会等設置会社への移行委員会等設置会社への移行

03. 8. 5  03. 8. 5  経営統合経営統合
l コニカミノルタホールディングス㈱発足（株式交換）

03.10. 1  03.10. 1  事業再編事業再編
l ６事業会社／２共通機能会社に統合・再編

l Ｗ／Ｗの関係会社統合も同時（再編予定の52社中44社）

旧コニカ／ミノルタ旧コニカ／ミノルタ 構造改革の進捗状況構造改革の進捗状況

コニカＰＩ事業の構造改革（コニカＰＩ事業の構造改革（0303年上期）年上期）
l 人員1500名削減（パート、請負含む）

ミノルタ財務基盤の強化ミノルタ財務基盤の強化

ミノルタミノルタ 有利子負債（億円）有利子負債（億円）

02.302.3末末 03.303.3末末 03.603.6末末

2,4002,400 1,7101,710 1,6001,600
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 中核事業

安定収益事業

戦略事業

構造転換事業

全社営業
利益率７％

 営業利益率

市
場
成
長
性

ＷＷ経済成長
率２．２５％

円の大きさ：０２年度営業利益

注1)市場成長性は各社提出資料を元に戦略室で推定

事業事業
ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 事業ポートフォリオ事業ポートフォリオ(1)(1)

中核事業中核事業 ････････････ BT

戦略事業戦略事業 ････････････ OT

構造転換事業･･･構造転換事業･･･ PI/CA

安定収益事業安定収益事業 ･･････ MG,SE

売上・利益ともｸﾞﾙｰﾌﾟの６０％に及ぶ中核事業。強み領域に積極投資を行い、ジャンル　
トップ戦略により相対的地位を上げ、トップグループ入りを果たす。

ハイリスク・ハイリターンであるが、将来の大きな成長を託し経営資源を積極投入する。

PIは成熟分野からDPN、IJﾒﾃﾞｨｱなどの成長分野へ商品・ｻｰﾋﾞｽをｼﾌﾄ。
CAはDSCを基軸に事業拡大に向けﾁｬﾚﾝｼﾞ。
入力から出力までを１つのｼｽﾃﾑとしてPI、CAのｼﾅｼﾞｰが発揮できる事業を構築する。

既存事業の安定収益を確保するとともに、新しい成長分野の準備・育成を行う。

各事業のメリハリある位置づけによる経営の実践（経営資源の投入）各事業のメリハリある位置づけによる経営の実践（経営資源の投入）

注1)市場成長性は各社提出資料を元に戦略室で推定
注2)WW経済成長率は国連予測
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リスク (業績の年度ﾊﾞﾗﾂｷ)

　ＯＴ

ＣＡ

　ＢＴ ＭＧ

ＰＩ

グループ全社
（2002年度)

ＳＥ

高

低

低 高

グループ全社
（2005年度)

事業ポートフォリオ事業ポートフォリオ(2)(2)
事業事業
ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ

各事業の業績変動を分散しグループ全体の持続的安定成長を図る各事業の業績変動を分散しグループ全体の持続的安定成長を図る

●●最適事業ﾐｯｸｽ構築には、まず各最適事業ﾐｯｸｽ構築には、まず各
事業の収益力向上が前提となる事業の収益力向上が前提となる

●●特に中核事業となるＢＴはＢＴ特に中核事業となるＢＴはＢＴ
　会社そのものが最適事業ﾐｯｸｽの　会社そのものが最適事業ﾐｯｸｽの
構築を目指す必要あり構築を目指す必要あり 　　　　

円の大きさ：営業利益円の大きさ：営業利益
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グループの重点技術戦略グループの重点技術戦略
事業事業
ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ

新規市場/新規顧客

光学技術光学技術 ナノ技術ナノ技術 画像技術画像技術 材料技術材料技術

・ﾌﾟﾗﾚﾝｽﾞ・ﾌﾟﾗﾚﾝｽﾞ
・ｶﾞﾗｽﾓｰﾙﾄﾚﾝｽﾞ・ｶﾞﾗｽﾓｰﾙﾄﾚﾝｽﾞ
・自由曲面ﾐﾗｰ・自由曲面ﾐﾗｰ
　　etcetc

・ﾏｲｸﾛｶﾒﾗﾚﾝｽﾞ・ﾏｲｸﾛｶﾒﾗﾚﾝｽﾞ
・ﾏｲｸﾛｱｸﾁｭｴｰﾀ・ﾏｲｸﾛｱｸﾁｭｴｰﾀ
・ﾅﾉｺｰﾃｨﾝｸﾞ・ﾅﾉｺｰﾃｨﾝｸﾞ
　　etcetc

・画像ｴﾝｼﾞﾝ・画像ｴﾝｼﾞﾝ
・画像ﾌﾟﾛｾｽ・画像ﾌﾟﾛｾｽ
　　etcetc

・高機能ﾌｨﾙﾑ・高機能ﾌｨﾙﾑ
・高機能材料・高機能材料
・重合法ﾄﾅｰ・重合法ﾄﾅｰ
　　etcetc

コア技術コア技術

独自の素材独自の素材
キーデバイスキーデバイス

・ナレッジマネジメントの強化・ナレッジマネジメントの強化
・技術シナジー効果の促進　　・技術シナジー効果の促進　　

独創的な商品、
事業の創出

八王子へ技術者を集結（八王子へ技術者を集結（11，，300300人）人）

特許戦略　
(ﾌﾟﾛﾊﾟﾃﾝﾄ）

守りから
攻めの特許へ

イメージング文化研究所イメージング文化研究所
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ領域でのﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ領域でのﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、
ﾋﾞｼﾞﾈｽｽﾀｲﾙ先取りﾋﾞｼﾞﾈｽｽﾀｲﾙ先取り



8

事業戦略（ＢＴ）事業戦略（ＢＴ）
事業戦略事業戦略

【ミッション】　　【ミッション】　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コニカミノルタの中核事業として、事業拡大・収益・ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ創出コニカミノルタの中核事業として、事業拡大・収益・ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ創出

【事業会社の主要戦略】【事業会社の主要戦略】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1)1)ＭＦＰとプリンターを核とし､カラー､高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ分野に重点を置く。特に、ＭＦＰとプリンターを核とし､カラー､高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ分野に重点を置く。特に、
　主力のｵﾌｨｽ分野でのカラー化、ネットワーク化の中でﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞを高める。　主力のｵﾌｨｽ分野でのカラー化、ネットワーク化の中でﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞを高める。
・カラーＭＦＰのシェア拡大（・カラーＭＦＰのシェア拡大（0505年度、欧米でのｼｪｱ年度、欧米でのｼｪｱ30%30%）） 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
　・カラーＬＢＰのトップシェア維持　・カラーＬＢＰのトップシェア維持 （（A4A4ｶﾗｰ）ｶﾗｰ） 　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・PODPOD､､企業内印刷を含めたﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝﾌﾟﾘﾝﾄ事業の拡大（企業内印刷を含めたﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝﾌﾟﾘﾝﾄ事業の拡大（0505年度、売上年度、売上500500億円以上）億円以上）

　　　　　　

2)2)商品戦略商品戦略 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●方針　：カラーで差別化（業界トップのフルライン）　　　　　　　　　　　　●方針　：カラーで差別化（業界トップのフルライン）　　　　　　　　　　　　
　　エンジン、コントローラー、ソフトの統合と集約　　　　　　　　　エンジン、コントローラー、ソフトの統合と集約　　　　　　　
　重合トナーとカラー画像技術をコアにした高画質化　　　　　　重合トナーとカラー画像技術をコアにした高画質化　　　　　

●ターゲット市場と戦略商品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ターゲット市場と戦略商品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■■POD/POD/ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ：高画質ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ：高画質//高耐久でｺﾝﾊﾟｸﾄな商品　　　　　　　　高耐久でｺﾝﾊﾟｸﾄな商品　　　　　　　　
　・高速ｶﾗｰ機の投入　・高速ｶﾗｰ機の投入(03(03年年99月月))　　//　　0404年には年にはSeg6Seg6に参入に参入

■オフィス　：高画質と低コストでﾓﾉｸﾛ置換えの出来るｶﾗｰ商品　■オフィス　：高画質と低コストでﾓﾉｸﾛ置換えの出来るｶﾗｰ商品　 　　
・・0505年にはｶﾗｰﾌﾙﾗｲﾝｱｯﾌﾟ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年にはｶﾗｰﾌﾙﾗｲﾝｱｯﾌﾟ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　■ＳＯＨＯ　：高画質　　　　■ＳＯＨＯ　：高画質//コンパクトで使い易い商品コンパクトで使い易い商品 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　・0404年にはローエンドからハイエンドまでのｶﾗｰ年にはローエンドからハイエンドまでのｶﾗｰLBPLBPラインアップ　　　　　　　　　　　　　　ラインアップ　　　　　　　　　　　　　　

ＢＴ（ビジネステクノロジーズ）ＢＴ（ビジネステクノロジーズ）
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事業戦略（ＢＴ）事業戦略（ＢＴ）
事業戦略事業戦略

3)3)ネットワークソリューションを強化するネットワークソリューションを強化する

4)4)重合法ﾄﾅｰを核とし、高収益ｻﾌﾟﾗｲ事業を確立する（重合法ﾄﾅｰ生産能力増強）重合法ﾄﾅｰを核とし、高収益ｻﾌﾟﾗｲ事業を確立する（重合法ﾄﾅｰ生産能力増強）
　　

5)5)OEMOEMﾋﾞｼﾞﾈｽによる事業展開を図る（重合法ﾄﾅｰの外販､カラーﾋﾞｼﾞﾈｽによる事業展開を図る（重合法ﾄﾅｰの外販､カラーLBP/MFPLBP/MFP））

6)6)戦略的アライアンスを仕掛ける戦略的アライアンスを仕掛ける

7)7)開発戦力開発戦力(05(05年年)                     )                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●開発人員　●開発人員　 ：　約：　約14001400人　人　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●研究開発費　：　約●研究開発費　：　約320320億円　　億円　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

ＢＴ（ビジネステクノロジーズ）ＢＴ（ビジネステクノロジーズ）

ＢＴ 【億円】

０２年度 ０５年度 増加率

売上 5 ,947 7 ,000 17 . 7 %

営業利益 526 900 71 . 1 %

％ 8 .8% 12 .9%
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事業戦略（ＢＴ）事業戦略（ＢＴ）
事業戦略事業戦略

ＢＴ（ビジネステクノロジーズ）ＢＴ（ビジネステクノロジーズ）

【開発拠点の再編成】【開発拠点の再編成】 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
旧コニカ、旧ミノルタの開発部隊を商品セグメント別に再編成。開発拠点を旧コニカ、旧ミノルタの開発部隊を商品セグメント別に再編成。開発拠点を
愛知愛知((豊川豊川))と東京と東京((八王子八王子))の２拠点とし開発効率を向上（の２拠点とし開発効率を向上（0404年年//上目途）。上目途）。

愛知愛知
●●ﾓﾉｸﾛﾓﾉｸﾛMFP(MFP(低中速機低中速機)    )    
●●ｶﾗｰｶﾗｰMFP (MFP (低中速機低中速機)    )    
●●ｶﾗｰｶﾗｰLBP     LBP     　　 　　　　　　

東京東京

●●ﾓﾉｸﾛﾓﾉｸﾛMFP(MFP(中高速機中高速機) ) 　　
●●ｶﾗｰｶﾗｰMFP(MFP(中高速機中高速機) ) 　　
●●ｻﾌﾟﾗｲｻﾌﾟﾗｲ((重合ﾄﾅｰ重合ﾄﾅｰ)  )  　　　　

【販売拠点の再編成】　　【販売拠点の再編成】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
各国の販社は旧コニカ、旧ミノルタのどちらか一方に統合。新販社のもとで各国の販社は旧コニカ、旧ミノルタのどちらか一方に統合。新販社のもとで
支店の統廃合を実施（支店の統廃合を実施（0404年度目途）。　　　　　　年度目途）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北米のケース北米のケース

■■本社機能　：ラムジー（ＮＪ）に統一　　　　　　　本社機能　：ラムジー（ＮＪ）に統一　　　　　　　
■■直販拠点直販拠点 ：９０拠点を約６０拠点に集約　　：９０拠点を約６０拠点に集約　　 　　　　　　
■■基幹倉庫基幹倉庫 ：３拠点に集約：３拠点に集約 　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

【本社機能】　　　　【本社機能】　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
東京（丸の内）へ集約（東京（丸の内）へ集約（0303年年1010月）　　　　　　　　　　　　　　　　　月）　　　　　　　　　　　　　　　　　
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事業戦略（ＯＴ）事業戦略（ＯＴ）
事業戦略事業戦略

【ミッション】【ミッション】 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コニカミノルタグループの戦略事業として位置付け、世界最強の光学ﾃﾞﾊﾞｲｽコニカミノルタグループの戦略事業として位置付け、世界最強の光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ
企業となる企業となる 　　
【事業会社の主要戦略】【事業会社の主要戦略】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1)1)OCOC事業、レンズユニット事業、マイクロレンズ事業、事業、レンズユニット事業、マイクロレンズ事業、MCUMCU事業及び電子材料事業事業及び電子材料事業
　に注力しオプト事業の拡大と収益増強を図る　に注力しオプト事業の拡大と収益増強を図る
2)2)技術と特許で技術と特許でOCOC事業事業((光ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞ光ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞ))の収益性維持の収益性維持 　　　　　　
3)3)レンズユニット事業の拡大と収益性向上レンズユニット事業の拡大と収益性向上（（DSCDSC用ﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄでｼｪｱ用ﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄでｼｪｱ20%20%）） 　　　　　　　　　　
　　●売上：約　　●売上：約8080億円億円(02(02年度年度))　⇒　　⇒　200200億円以上億円以上(05(05年度年度)     )     　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

4)4)マイクロレンズ、マイクロレンズ、MCUMCU事業の垂直立ち上げ　事業の垂直立ち上げ　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　●売上：約　　●売上：約3030億円億円(02(02年度年度))　⇒　　⇒　400400億円以上億円以上(05(05年度年度)) 　　　　　　　　 　　　　　　
　　●　　●ｶﾒﾗ付携帯電話の市場拡大に伴い、ﾒｶﾞﾋﾟｸｾﾙ、ｶﾒﾗ付携帯電話の市場拡大に伴い、ﾒｶﾞﾋﾟｸｾﾙ、AFAF付などの高付加価値品への展開付などの高付加価値品への展開
5)5)電子材料事業は拡大する大型電子材料事業は拡大する大型LCDLCD市場において､市場において､TACTAC・・視野角拡大・視野角拡大・ARARの三位一体で事業展開の三位一体で事業展開

ＯＴ（オプト）　　　　　　　　　ＯＴ（オプト）　　　　　　　　　

ＯＴ 【億円】

０２年度 ０５年度 増加率

売上 541 1 ,200 121 . 8%

営業利益 124 200 61 . 3%

％ 22 .9% 16 .7%
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事業戦略（ＰＩ､ＣＡ）事業戦略（ＰＩ､ＣＡ）
事業戦略事業戦略

【ミッション】　　【ミッション】　　
銀塩フォト事業の構造改革と新しい事業への転換による収益確保　銀塩フォト事業の構造改革と新しい事業への転換による収益確保　
【事業会社の主要戦略】【事業会社の主要戦略】 　　　　　　　　

1)1)銀塩事業は地域別の戦略（成熟・成長地域）を進め、成熟地域での徹底した　　　銀塩事業は地域別の戦略（成熟・成長地域）を進め、成熟地域での徹底した　　　
　構造改革を継続　構造改革を継続 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
2)2)ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ別に個別事業を展開。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ別に個別事業を展開。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【中流】銀塩ﾌｫﾄ､【中流】銀塩ﾌｫﾄ､IJIJﾒﾃﾞｨｱ､昇華　【下流】免許証、証明写真、デジタルフォトネットﾒﾃﾞｨｱ､昇華　【下流】免許証、証明写真、デジタルフォトネット 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ミッション】　　【ミッション】　　
ＤＳＣ事業の拡大にチャレンジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＳＣ事業の拡大にチャレンジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【事業会社の主要戦略】【事業会社の主要戦略】
1)1)強みが発揮できる強みが発揮できるDSCDSC４つのｶﾃｺﾞﾘｰで４つのｶﾃｺﾞﾘｰでNO1NO1ﾎﾟｼﾞｼｮﾝを獲得ﾎﾟｼﾞｼｮﾝを獲得（（30%30%目標　全体でのｼｪｱ目標目標　全体でのｼｪｱ目標15%15%））

　　 　　44ｶﾃｺﾞﾘｰ：ｶﾃｺﾞﾘｰ：1.1.薄型ｺﾝﾊﾟｸﾄ　薄型ｺﾝﾊﾟｸﾄ　2.2.小型高画素　小型高画素　3.3.低価格高倍率ｽﾞｰﾑ　低価格高倍率ｽﾞｰﾑ　4.4.ﾚﾝｽﾞ一体型高機能ﾚﾝｽﾞ一体型高機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2)2)欧州での販売力と自社生産力（中国）を活かし事業拡大とｺｽﾄ競争力による収益力強化欧州での販売力と自社生産力（中国）を活かし事業拡大とｺｽﾄ競争力による収益力強化

ＰＩ（フォトイメージングＰＩ（フォトイメージング）　　　）　　　

ＣＡ（カメラＣＡ（カメラ）　　　　　　　　　）　　　　　　　　　

ＰＩ 【億円】

０２年度 ０５年度 増加率

売上 1 ,631 1 ,500 -8 . 0%

営業利益 83 90 8 . 4%

％ 5 .1% 6 .0%

ＣＡ 【億円】

０２年度 ０５年度 増加率

売上 1 ,176 2 ,000 70 . 1 %

営業利益 21 120 471 . 4 %

％ 1 .8% 6 .0%
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事業戦略（ＭＧ）事業戦略（ＭＧ）
事業戦略事業戦略

【ミッション】　　【ミッション】　　
　・安定収益事業と位置付け､ドライ・デジタル商品の積極展開により収益を確保　　　・安定収益事業と位置付け､ドライ・デジタル商品の積極展開により収益を確保　　
・フィルムレスに対応しサービスを収益源とする事業構造に転換する　　　　　・フィルムレスに対応しサービスを収益源とする事業構造に転換する　　　　　

【事業会社の主要戦略】【事業会社の主要戦略】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　MIMI：：1)1) ﾄﾞﾗｲｲﾒｰｼﾞｬｰ･ﾄﾞﾗｲｲﾒｰｼﾞｬｰ･CRCRの拡販によるﾌｨﾙﾑのｼｪｱｱｯﾌﾟ　　　　　　　　　　　の拡販によるﾌｨﾙﾑのｼｪｱｱｯﾌﾟ　　　　　　　　　　　
　　　　2)2)海外での積極的事業展開海外での積極的事業展開((欧米、中国、ロシア）　　　　　　　　　　欧米、中国、ロシア）　　　　　　　　　　
　　 3)3)ﾌｨﾙﾑﾚｽ化に向けた新規事業の立ち上げと既存ﾌｨﾙﾑ市場の縮小に対応したﾌｨﾙﾑﾚｽ化に向けた新規事業の立ち上げと既存ﾌｨﾙﾑ市場の縮小に対応した
事業体制の構築　　事業体制の構築　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　GIGI：：1)1)海外でのﾌｨﾙﾑｼｪｱｱｯﾌﾟ（中国、ｱｼﾞｱ・中近東）　　　　　　　　海外でのﾌｨﾙﾑｼｪｱｱｯﾌﾟ（中国、ｱｼﾞｱ・中近東）　　　　　　　　 　　　　
2)2)国内での直販拡大による収益確保　　　　　　　国内での直販拡大による収益確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＭＧ（メディカルＭＧ（メディカル&&グラフィックグラフィック））

ＭＧ 【億円】

０２年度 ０５年度 増加率

売上 1 ,174 1 ,400 19 . 3 %

営業利益 93 130 39 . 8 %

％ 7 .9% 9 .3%
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事業戦略（ＳＥ）事業戦略（ＳＥ）
事業戦略事業戦略

【ミッション】【ミッション】 　　 　　
非接触３次元形状計測分野への集中による安定収益の確保　　　　　　　　　非接触３次元形状計測分野への集中による安定収益の確保　　　　　　　　　

【事業会社の主要戦略】　　【事業会社の主要戦略】　　
1)31)3次元形状計測商品ラインアップ拡充による拡販　　　　　　　　　　次元形状計測商品ラインアップ拡充による拡販　　　　　　　　　　
●高精度低価格　　　●高精度低価格　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●●VividVividシリーズ　　　　　　　　　　シリーズ　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2)2)自社ｿﾌﾄと他社ｿﾌﾄの融合によりソリューション提供力をアップする自社ｿﾌﾄと他社ｿﾌﾄの融合によりソリューション提供力をアップする 　　　　

ＳＥ（計測ＳＥ（計測）　　　　　　　　　）　　　　　　　　　

ＳＥ 【億円】

０２年度 ０５年度 増加率

売上 97 130 34 . 0%

営業利益 20 30 50 . 0%

％ 20 .6% 23 .1%
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グループ連結計数目標グループ連結計数目標((暖簾代を除く）暖簾代を除く）

【億円】 為替ﾚｰﾄ：US$ 115円､EURO 120円 03年1月公表値

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 　 ２００５年度

売上高 10,872 11,420 12,000 13,000 13,000
営業利益 772 690 980 1,500 1,500
当期利益 291 260 350 700 580

ＦＣＦ 929 100 260 530
投資・投融資 454 530 550 600
有利子負債 3,228 3,100 3,000 2,500 2,560

株主資本 2,390 2,600 2,900 3,550 3,600
総資産 8,832 8,900 9,000 9,300 9,800

営業利益率 7.1% 6.0% 8.2% 11.5% 11.5%

ＲＯＥ 12.2% 10.0% 12.1% 19.7% 16.1%

ＲＯＡ 3.3% 2.9% 3.9% 7.5% 5.9%

株主資本比率 27.1% 29.2% 32.2% 38.2% 36.7%
Ｄ／Ｅレシオ 1.35 1.19 1.03 0.70 0.71

※配当額は10円（年間50億）で算定
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暖簾代を暖簾代を2020年間で償却年間で償却

統合後の資本及び暖簾代のイメージ統合後の資本及び暖簾代のイメージ
コニカミノルタＢＳコニカミノルタＢＳ

　　株主資本　約３３００億

資本準備金

約１５００億
暖簾代

約１０００億

資本金３７５億

　　　ミノルタ純資産
約５００億

　旧コニカ資本　旧コニカ資本
　　　　’’03.3.3103.3.31

株主資本　１８１０億

資本金３７５億

科目：無形固定資産
　　　　連結調整勘定

総資産

５１６０億

総資産

約１兆円

変更なし変更なし

20年間で暖簾代を償却：約５０億／年約５０億／年

PLPLでは営業利益・経常利益・当期利益にヒットでは営業利益・経常利益・当期利益にヒット

BSBS上は連結調整勘定・利益剰余金より償却　上は連結調整勘定・利益剰余金より償却　　　　　
　　　　　　

利益剰余金

ＬＯＩ発表直近株価：
８４３円
×

交換比率：　０．６２１
×

ミノルタ発行済株式数：
２億８千万株

株主資本比率は株主資本比率は

３５％→約３３％へ３５％→約３３％へ

暖簾代の償却、ＢＳへの影響暖簾代の償却、ＢＳへの影響
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グループ連結計数目標グループ連結計数目標((暖簾代を含む）暖簾代を含む）

【億円】 為替ﾚｰﾄ：US$ 115円､EURO 120円 03年1月公表値

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 　 ２００５年度

売上高 10,872 11,420 12,000 13,000 13,000
営業利益 772 665 930 1,450 1,500
当期利益 291 235 300 650 580
ＦＣＦ 929 100 260 530
投資・投融資 454 530 550 600
有利子負債 3,228 3,100 3,000 2,500 2,560
株主資本 2,390 3,575 3,825 4,425 3,600
総資産 8,832 9,875 9,925 10,175 9,800

営業利益率 7.1% 5.8% 7.8% 11.2% 11.5%
ＲＯＥ 12.2% 6.6% 7.8% 14.7% 16.1%

ＲＯＡ 3.3% 2.4% 3.0% 6.4% 5.9%
株主資本比率 27.1% 36.2% 38.5% 43.5% 36.7%
Ｄ／Ｅレシオ 1.35 0.87 0.78 0.56 0.71

連結調整勘定（暖簾代）：1000億円

暖簾代償却費：５0億円／年間（20年償却）：営業利益、経常利益、当期利益に影響

※配当額は10円（年間50億）で算定
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各社別計数目標各社別計数目標（暖簾代を除く）（暖簾代を除く）

【億円】 為替ﾚｰﾄ：US$ 115円､EURO 120円 　

2002年実績 2003年予算 2005年

ＢＴ 売上高 5,947 6,170 7,000

営業利益 526 455 900

ＰＩ 売上高 1,631 1,660 1,500

営業利益 83 40 90

ＣＡ 売上高 1,176 1,610 2,000

営業利益 21 58 120

ＯＴ 売上高 541 1,080 1,200

営業利益 124 120 200

ＭＧ 売上高 1,174 1,530 1,400

営業利益 93 90 130

ＳＥ 売上高 97 105 130

営業利益 20 20 30

ＨＤ他 売上高 306 -735 -230
調整含む 営業利益 -95 -93 30

合　計 売上高 10,872 11420 13,000
　 営業利益 772 690 1,500

＊売上は各事業会社間の取引を差し引いたＮＥＴの金額 ＊暖簾代は除く
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営業利益の増加要因営業利益の増加要因
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【億円】
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374(51%)
47(6%)
76(10%)
106(15%)

ＢＴ

ＭＧ：+37
ＳＥ ：+ 10

  合理化
  効　果

　　 10
ＰＩ  ：+7
ＣＡ ：+99

 合理化
 効　果
　 272 ＯＴ
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　効  果

　　33

  合理化
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　　22

125(18%)

HD他

統合シナジー

150 統合
効果

487

合理化効果内訳(３３７億円）

ＨＤ他
7%

ＯＴ
3%

ＰＩ／ＣＡ
10%

ＢＴ
80%

＊ＨＤ他の増益要因はグループ全体の経
　　費削減効果と、分社化による本社費用
　　の各事業会社配賦分を含む
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統合による費用と効果統合による費用と効果

0303～～0505年度統合費用と効果の推移年度統合費用と効果の推移

単位：億円

０３年度 ０４年度 ０５年度

統合費用 △２１０ △２３０ △４０

（内販管費項目） （△１２０） （△１３０） （△３０）

合理化効果 １０ ２１０ ３４０

販売ロス △５０ △５０ ０

販売拡大(販売ｼﾅｼﾞ ｰ含む) ０ １００ ３４０

営業利益への影響 △１６０ １３０ ６５０

営業利益の増減（対前年） △８２ ２９０ ５２０
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人員計画人員計画

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

BTBT

PI/CAPI/CA

OTOT

02/9末 03/9末 04/3末 05/3末 06/3末

国内 17923 17323 16529 15969 15927
海外 20125 19625 19286 18191 17881

15,900

16,100

16,500

17,500

18,200

17,900

18,100

19,300

19,700

20,100

- 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000

02/9末

03/9末

04/3末

05/3末

06/3末

連結人員連結人員
((正従正従))

国内：生産､販社削減　海外：販社減､生産は中国で人員増国内：生産､販社削減　海外：販社減､生産は中国で人員増

国内：開発など増　海外：中国生産人員増国内：開発など増　海外：中国生産人員増

国内：生産､管理間接､販社人員削減
海外：販社､ｻﾌﾟﾗｲ生産人員削減

国内：生産､管理間接､販社人員削減
海外：販社､ｻﾌﾟﾗｲ生産人員削減

上段：03/9　下段：05/3末　

37,20037,200人人

35,80035,800人人

34,20034,200人人

33,80033,800人人

38,30038,300人人

事業別人員計画（事業別人員計画（03/10 03/10 →→ 05/305/3末）末）

強化領域（販売・開発）の資源強化、資源シフト。（職種転換含む）強化領域（販売・開発）の資源強化、資源シフト。（職種転換含む）

重複機能・重複会社重複機能・重複会社((関係会社関係会社))統合による人員合理化。　統合による人員合理化。　

グループ人員：４グループ人員：４,5,5００名００名 削減　　　　削減　　　　

国内国内 海外海外
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設備投資と配分設備投資と配分

事業会社別配分事業会社別配分

BTに40%､OTに20%､PI/CAに19%

（億円）

継続的事業投資47% 　
戦略投資53%　 　　　

目的別配分目的別配分
（億円）

機能別配分機能別配分

生産に59%､販売に14%､ITに11%､研究に7%
　　 * 生産950億円､販売220億円､
　　ＩＴ180億円､研究120億円

（億円）

0303～～0606年度年度((４年間４年間))で､で､ １１,,６２０億円の設備投資。６２０億円の設備投資。

　（減価償却費とほぼ同額、除くレンタル投資）　（減価償却費とほぼ同額、除くレンタル投資）

BTBT、、OTOTに重点投資する。に重点投資する。

BTBT 650 650 億円億円

OTOT

PI/CAPI/CA

MGMG

HDHD//TC/BETC/BE

330 330 億円億円

300 300 億円億円

150 150 億円億円

190 190 億円億円

継続的事業投資継続的事業投資
戦略投資戦略投資
継続的事業投資継続的事業投資
戦略投資戦略投資
継続的事業投資継続的事業投資
戦略投資戦略投資
継続的事業投資継続的事業投資
戦略投資戦略投資

280 280 億円億円
370 370 億円億円
30 30 億円億円
300 300 億円億円
200 200 億円億円
100 100 億円億円
60 60 億円億円
90 90 億円億円
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コニカミノルタの企業像コニカミノルタの企業像

「新しい価値の創造」「新しい価値の創造」「新しい価値の創造」経営理念経営理念経営理念

「イメージングの領域で感動創造を与えつづける革新的な企業」

「高度な技術と信頼で市場をリードするグローバル企業」

「イメージングの領域で感動創造を与えつづける革新的「イメージングの領域で感動創造を与えつづける革新的 な企業」な企業」

「高度な技術と信頼で市場をリードするグローバル企業」「高度な技術と信頼で市場をリードするグローバル企業」経営ビジョン経営ビジョン経営ビジョン

“The essentials of imaging ”““The essentials of imaging The essentials of imaging ””企業メッセージ企業メッセージ企業メッセージ

人事理念人事理念

自らの価値を高め、常に変革し続ける　　　　　　　　　　　　自らの価値を高め、常に変革し続ける　　　　　　　　　　　　（具体的行動）

イメージングの領域において市場をリードする企業を目指し、　イメージングの領域において市場をリードする企業を目指し、　（ビジョン）

過去の成功体験や慣習にとらわれずに、　　　　　　　　　　　過去の成功体験や慣習にとらわれずに、　　　　　　　　　　　（障害物の認識）

お客様の視点に立ち、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お客様の視点に立ち、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（座標軸の認定）

事業の主力分野で事業の主力分野で

トップポジションを獲得するトップポジションを獲得する

強靭な財務基盤を持ち強靭な財務基盤を持ち

持続的発展を果たす持続的発展を果たす

世界に誇れる世界に誇れる

技術力と着想力を持つ技術力と着想力を持つ

　　グローバルな視点を持って　　グローバルな視点を持って

　　オープン､フェアな風土を創る　　オープン､フェアな風土を創る

具現化のための具現化のための

４つの４つの

基本姿勢基本姿勢

人を尊重します人を尊重します



本資料で記載されている業績予想、将来予想は

現時点における事業環境に基づき当社が判断した

予想であり、今後の事業環境により実際の業績が

異なる場合があることをご承知おき下さい。
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